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１ 実数体R上のn次元数ベクトル空間をRnとする．次の問いに答えよ．

(1) Rnの部分空間V1とV2の和

V1 + V2 = {v1 + v2 | vi ∈ Vi (i = 1, 2)}

はRnの部分空間になることを示せ．また V1 ∩ V2 = {0}が成り
立つとき，V1 + V2の任意の元 vに対し，v = v1 + v2 を満たす

v1 ∈ V1, v2 ∈ V2 がただ一組存在することを示せ．なお，このと

きV1 + V2はV1とV2の直和であるという．

(2)

V1 =




x1

x2

x3

 ∈ R3

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣
x1 − 2x2 + x3 = 0

 ,

V2 =




x1

x2

x3

 ∈ R3

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣
2x1 − 3x2 = 0, x1 − 3x2 + 2x3 = 0


はそれぞれR3の部分空間であること，さらにR3はV1とV2の直

和に等しいことを示せ．

(3) V1, V2を (2)の通りとする．v =


a

b

c

 ∈ R3に対し，v = v1 + v2

を満たすvi ∈ Vi (i = 1, 2)の成分を a, b, cを用いて表せ．
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２ 3次実対称行列

A =
1

9


4t −4t+ 18 2t

−4t+ 18 4t+ 9 −2t+ 18

2t −2t+ 18 t+ 18


について次の問いに答えよ．

(1) t = 0のとき，Aの固有値を求めよ．

(2) (1)の解のうち，任意の tについてAの固有値になるものを求めよ．

(3) Aの固有値を求めよ．

(4) Aを直交行列で対角化せよ．またその直交行列を求めよ．
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３ a < c < bとする．区間 (a, b)で 2回連続微分可能な関数 f(x)に対し

て，極限値

lim
x→0

(f(c+ x))2 − f(c)f(c+ 2x)

x2

を求めよ．
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４ 次の広義重積分の値を求めよ．∫ ∫
D

1

(1 + x2 + y2)2
dxdy

ただし，D = {(x, y)| x ≥ 0, y ≥ 0}とする．


